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羽生市キャッシュレス決済導入業務公募型プロポーザル実施要領 

1 目的 

本市における証明書交付等に係る手数料の決済手段は、現在、現金に限られている。来

庁者の利便性の向上及び職員の現金取扱事務の効率化を図るため、クレジットカード、電

子マネー、二次元コード決済等に対応したキャッシュレス決済を導入する。 

本プロポーザルは、価格のみならず、システムの機能、操作性、セキュリティ、保守体

制等を総合的に評価し、本業務の履行に最も適した事業者を選定することを目的とする。 

 

２　審査対象者の選定 

プレゼンテーションの審査対象者は、３者以内とする。参加表明者が３者を超える場合

は、提出書類に基づく一次審査を行い、その結果、上位３者を選定する。参加表明者が３

者以内の場合は、参加資格要件を満たす全ての者を審査対象者とする。 

 

３　一次審査 

（１）　一次審査　類似業務実績報告書（様式第３号）に記載された導入実績数が多い

者を上位とする。導入実績数が同数の場合は、見積価格と様式第４号により算出され

た決済事務手数料（６０か月分）の合計が低い者を上位とする。両方が同一の場合は、

審査委員会の協議により順位を決定する。 

（２）　結果の通知日と通知方法　一次審査の結果は、令和８年１０月７日（水）に電

子メールにより通知する。 

 

４　概要 

（１）  業務名　羽生市キャッシュレス決済導入業務 

（２）  業務内容　別紙「羽生市キャッシュレス決済導入業務仕様書」のとおり 

（３）  運用開始　令和９年２月２６日（金）まで 

（４）  履行期間　契約締結の日から令和９年３月３１日（水）まで 

（５）  導入場所　羽生市役所１階　埼玉県羽生市東６丁目１５番地 

（６）  提案上限額　２，３４６，０００円（消費税及び地方消費税を含む。） 

※ 提案上限額には、機器調達・導入に係る費用及び令和９年１月１日から同年３月

３１日までに係る月額・保守費用等（決済事務手数料を除く。）を含める。 

 

５　参加資格要件 

本プロポーザルに参加できる者は、参加申込書の提出期限から契約締結の日までの間、

次に掲げる要件を全て満たす者とする。 

（１）  本業務を円滑かつ確実に履行できる体制を有する者であること。 

（２）  令和７・８年度羽生市物品売買等競争入札参加資格者名簿に登載されている者

であること。 
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（３）  令和３年４月１日以後に、埼玉県内の地方公共団体が発注したキャッシュレス

決済システムの導入又は構築に係る業務を元請として受注し、履行を完了した実績を

１件以上有すること。 

（４） 地方自治法施行令第１６７条の４第１項の規定に該当していないこと。  

（５） 羽生市の契約に係る指名停止等の措置要綱に基づく指名停止措置を受けていな

いこと。 

（６） 羽生市建設工事等暴力団排除措置要綱に基づく指名除外措置を受けていないこ

と。 

（７） 会社更生法による更正手続開始の申立て又は民事再生法による再生手続開始の

申立てがなされている者でないこと。 

 

６　スケジュール 

 

７　質問の受付及びその回答 

（１）　質問の内容 

本プロポーザルに関する質問は、参加申込書、企画提案書の作成及び提出に関する

事項並びに業務実施に関する事項に限るものとし、評価及び審査に関する質問並びに

提案内容に係る質問は一切受け付けない。 

 内容 日程 方法等

 １ 公募開始（公告） 令和８年９月１６日（水） 市ホームページに掲載

 
２ 質問書の受付

令和８年９月１６日（水） 

～９月２５日（金）

質問書（様式第２号）は、電子

メールで提出すること。
 

３
質問内容及び回答の

開示

令和８年９月２８日（月） 

最終回答の開示期限

回答は市ホームページにおいて

公表する。
 

４ 書類の受付
令和８年９月１６日（水） 

～１０月２日（金）

企画提案書及び見積書は、レタ

ーパックにより期間内必着で郵

送し、電子メールでも提出のこ

と。その他の書類は電子メール

で提出のこと。

 
５ 一次審査結果の通知 令和８年１０月７日（水） 一次審査の結果及びプレゼンテ

ーション審査の日程等の通知

 
６ プレゼンテーション

令和８年１０月１５日

（木）

羽生市役所１０１会議室におい

て集合審査を実施
 ７ 二次審査結果の通知 令和８年１０月下旬 電子メールで送信

 ８ 契約締結 令和８年１１月中旬

 
９ 運用開始

令和９年２月２６日（金）

まで
仕様書による
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（２）　質問の受付及び回答の方法 

①　提出様式：質問については、様式第２号を使用すること。 

②　提出先：企画財務部企画課 

③　提出方法：電子メールで提出（送信後に電話にて到着確認を行うこと。） 

④　提出期限：令和８年９月２５日（金）１７時まで 

⑤　質問に対する回答：順次市のホームページに公開する。 

 

８　プロポーザル 

（１）　企画提案書の作成 

実施要領及び仕様書に基づき、次の体裁に整えて作成すること。 

①  Ａ４判又はＡ３判折り込みとし、書式、縦横は自由とする。 

②  会社概要を含めること。 

③  ２０ページ以内（表紙、目次等を除く。片面を 1ページとする。）とすること。 

④  表紙には社名及び代表者名を記載すること。 

（２）　プレゼンテーション審査 

次に掲げる事項について、提出済みの企画提案書に基づき行うものとし、企画提案

書の差替え又は新たな提案内容の追加は認めない（企画提案書の内容を抜粋した資

料の投影は可能）。 

①  システムの全体概要 

②  ハードウェア（ＰＯＳレジ本体、周辺機器）の仕様 

③  キャッシュレス決済対応範囲（クレジット、デビット、二次元コード、交通系

ＩＣ、電子マネー等） 

④  ネットワーク環境・セキュリティ対策 

⑤  導入スケジュール（調達、設置、試験運用、本稼働まで） 

⑥  操作性（利用者・職員双方の視点から） 

⑦  保守・サポート（対応時間、オンサイト・リモート、障害時対応） 

⑧  導入後の運用・教育支援 

⑨  維持費（決済手数料を除く。）及び決済手数料のランニング費用の概要 

⑩  仕様書に示した要件以外での自由提案 

（３）　実施方法 

①  日程：令和８年１０月１５日（木）１３時３０分から 

②  会場：羽生市役所１０１会議室 

③  時間：１者当たり５０分以内（発表２０分、デモ機の実演１５分、質疑応答　

１５分）とする。 

④  出席者：３名以内（オンライン参加は、認めない。） 

⑤  発表方法：パワーポイント等の資料を用いた口頭による説明及びデモ機を用い

た実演とする。この場合において、設置及び撤去時間は、それぞれプレゼンテーシ

ョン審査開始前・終了後の５分以内にできるものに限る。 
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⑥  その他：スクリーン及びプロジェクター（有線）は市で用意するが、発表に必

要なパソコン等は参加者が用意するものとする。 

（４）　提出資料 

①  企画提案書 

②  参加申込書（様式第１号） 

③  類似業務実績報告書（様式第３号） 

④  キャッシュレス決済手数料率表及び年間手数料見込算出表（様式第４号） 

⑤  見積書及び見積内訳書（様式は任意とし、導入費と維持費を明確に分け、代表

者印の押印したものを企画提案書に添えて提出すること。） 

（５）　提出方法・期限 

①  提出先：企画財務部企画課 

②  提出方法：企画提案書並びに見積書及び見積内訳書は、郵便及び電子メールで

提出すること。この場合において、電子メールで提出する見積書は、代表者印を押

印した書面をＰＤＦ形式にしたものとする。その他の書類は、電子メールで提出す

ること。なお、電子メールの件名は「羽生市キャッシュレス決済導入プロポーザル

審査参加申込」とし、送信後に電話にて到着確認を行うこと。 

③  提出期限：令和８年１０月２日（金）正午必着 

 

９　審査について 

（１）　審査方法 

公平性を確保し適正に事業者を選定するため、提出書類並びにプレゼンテーション

及びヒアリングの内容を審査し、本業務の履行に最も適した事業者を選定する。なお、

評価審査では、必須要件を満たした上での提案内容の優位性、具体性、実現性及び有

効性を評価する。 

（２）　評価項目（主な視点）及び配点 

 
項 評価項目 配点 主な視点

 
１

システム機能・

操作性
３５

利便性、ＵＩの分かりやすさ、集計の種類や管理が容

易にできるか。

 
２

キャッシュレス

決済端末
３５

キャッシュレス端末の操作性、機能性、多様な決済手

段に対応しているか。

 
３ 指定納付受託者 ２０

入金・決済手数料の支払い方法等が運用しやすいもの

であるか。

 
４ セキュリティ １５ 通信・データ保護、個人情報管理、冗長化

 
５ 導入・運用体制 １５ 導入スケジュールの現実性、職員教育・運用サポート

 
６ 保守・サポート １５ 障害時対応の迅速性、窓口体制、保守範囲

 
７ 導入実績 １５ 地方自治体等から類似業務の受注実績がある等、信頼

性が高く具体的に確認できるか。
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（３）　評価方法及び優先交渉権者の決定 

・委員が項目ごとに採点（価格点を除く。）を行う。 

・価格点を除く各評価項目は、各委員が次の表のとおり５段階で評価する。 

 ・各評価項目は、次の式により算出する。この場合において、得点に小数点以下が生　　

じた場合は、小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位まで求める。 

式：得点＝当該評価項目の配点×評価の得点率 

・各委員の得点は価格点を含む２５０点満点とし、価格点は全委員に共通の得点とす

る。 

・全委員の合計得点が最も高い者を優先交渉権者とし、次に高い者を次順位交渉権者

とする。 

・参加者が１者の場合も審査を行い、全委員の合計得点が満点合計の６割以上である

場合に限り、優先交渉権者として選定する。 

（４）　留意事項 

・審査は、非公開とする。審査関係資料について情報公開請求があった場合は、羽生

市情報公開条例の規定に基づき取り扱う。 

・プレゼンテーション及びヒアリングにおける説明のうち、市が書面により確認し、

受注者が承諾した事項は、契約内容に含めることがある。 

（５）　審査結果の通知 

審査を受けた全ての参加者に審査結果を通知する。通知は、電子メールにより令和

８年１０月下旬までに送付するものとする。なお、審査方法、審査内容及び審査結果

に対する申立ては、認めない。 

 

１０　契約 

（１）  審査結果通知後、優先交渉権者と企画提案の内容を基に契約締結の協議を行う。 

 
８

提案の独自性・

工夫
５０

市民サービスの向上や利便性向上につながる独自性の

提案やユーザビリティの工夫、拡張性、先進性

 

９

提案価格・コス

ト妥当性（価格

点）

５０

導入、維持（決済手数料を除く。）、決済手数料のラン

ニングの費用について、次の式により求める。 

式：価格点＝最低提案価格÷当該参加者の提案価格×配点

 
１０ 合計 ２５０

 評価 評価基準 得点率

 Ａ 特に優れている 100%

 Ｂ 優れている 80%

 Ｃ 標準的である 60%

 Ｄ やや劣る 40%

 Ｅ 内容が不十分である 20%
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（２）  契約締結に向けた協議では、企画提案の内容を踏まえ、仕様書の範囲内で業務

内容の詳細を調整する。ただし、選定結果に影響を及ぼす重要な条件及び提案の実質

的な内容は変更しない。 

（３）  協議後、優先交渉権者は、改めて見積書を提出するものとする。 

（４）  再度の見積書の提出は、企画提案時の見積額を上回ってはならない。 

（５）  協議が整い次第、契約を締結するものとし、契約が不調のときは、次順位交渉

権者から順に契約交渉を行う。 

 

１１　失格事項 

次のいずれかに該当する場合には、提出された企画提案書等を無効とし、本プロポー

ザルへの参加資格を失う。 

（１）  参加資格要件を満たさないことが判明した場合 

（２）  提出期限、提出場所、提出方法その他本要領に定める条件に適合しない場合 

（３）  提出書類に虚偽の記載があった場合 

（４）  提出書類の記載内容が判読できず、提案内容を確認できない場合 

（５）  提案価格が提案上限額を超えている場合 

（６）  委員又は本業務の関係職員に対し、審査に影響を与えることを目的とした接触

を行った場合 

（７）  その他公平な審査を妨げる行為があった場合 

（８）  仕様書に定める必須要件の全部又は一部を満たさない場合 

  

１２　その他 

（１）  本要領等に定める条件等に同意の上、参加すること。なお、羽生市キャッシュ

レス決済導入業務仕様書に定める条件以外でも、サービス向上と利用者の利便性につ

ながる独自の提案として、提案上限金額以内であれば、本仕様の条件と併せて独自提

案できるものとする。 

（２）  本プロポーザルに要する経費は、全て参加者の負担とする。 

（３）  参加申込書を提出後に辞退する場合は、様式第５号を提出するものとする。 

（４）  提出された書類等は、返却しない。 

（５）  提出された書類等は、提出者に無断で本プロポーザル以外に使用しない。 

（６）  提出された書類等は、提出期限までは自由に改変できるものとする。ただし、

企画提案書又は見積書を改変しようとする場合には、提出された書類を一旦持ち帰り、

改めて改変されたものを提出すること。 

（７）  提出期限を過ぎた後は、提出書類等の差替え等は認めない。 

 
１３　問合せ・提出先 

〒348-8601　埼玉県羽生市東 6丁目 15 番地 
羽生市企画財務部企画課情報政策係 

電話　048-561-1121㈹　内線 385 
メール　kikaku@city.hanyu.lg.jp


